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1. はじめに 

自身が抱くイメージを操作して相手に伝えることを「自己

呈示（self-presentation）」という。従前の研究では、強い印

象操作の意図が働いていることを前提としており、状況に

よって自己呈示の意図がどのように異なり、それがどのよう

に行動に反映されるかについては言及されてこなかった。

そこで、本研究では人の日常的な何気ない動作として「お

辞儀」に着目し、それが他者への印象操作の手段としてど

のように機能しているかを明らかにすることを目的とする。 

2. 方法 

大学生・大学院生 70 名（男性 33 名、女性 37 名、平均

年齢 21.17歳、SD = 2.19）に対し、印象操作の意図を変化

させるため自己紹介スピーチを練習と本番の 2 条件に分

け実施した。一人につき計 4 試行のお辞儀を分析対象と

し、OpenPose（Cao Z. et al，2018）にて取得した二次元座

標データから、白井他（2014）を参考に動作特徴量を算出

した（図 1 参照）。また、自己呈示の程度（自動的な印象操

作尺度）、個人不安特性（STAI 尺度）、理想自己（一般的

自己イメージ尺度）に関するアンケートを行い、条件間で

変化した動作との関連を見た。 

 

図１．お辞儀動作の分析指標 

3. 結果 

3.1. 自己呈示の意図の強さ 

練習と本番の条件間で、自己呈示の意図に違いがある

かどうかを確かめるために、自動的な印象操作尺度 7項目

を使用し、対応のある t検定を行った。7項目のうち 5項目

に有意な差が認められたことから、自己呈示の意図が状況

に応じて変化し、その意図の程度に従って、行動方略（お

辞儀の仕方）にも反映されるということがわかる。 

3.2.量的データに基づくお辞儀特徴の比較 

お辞儀動作特徴量を従属変数として、スピーチ前後（開

始／終了）×条件（練習／本番）の 2 要因分散分析を行っ

た。その結果、条件の長さ・深さ・静止時間に主効果が認

められた。印象操作の意図が強く働くとより長く深いお辞

儀を行い、静止もより生起することが示された。図 2 にお辞

儀の深さを従属変数とした場合の各水準の平均値を示す。 

 

図２．お辞儀深さの平均値 

3.3. お辞儀の動作と個人属性 

自己呈示の意図の強さによって変化した動作と個人の

欲求や特性の関連を見るために相関分析を行った。状況

不安と開始時のお辞儀の長さに弱い負の相関が見られた

（r = -.310）。また、精神的強さ（自己イメージ）と終了時の

お辞儀の深さに弱い正の相関が見られた（r = .312）。これ

らより、状況不安や自己呈示イメージによって、自己呈示

方略がお辞儀動作に反映されることが示された。 

4. 考察 

自己呈示の意図には強弱があること、そしてその強弱の

程度が行動にも反映されることから、日常的な動作である

「お辞儀」の一部には「装い」としての自己呈示機能がある

と示唆される。その表れ方は必ずしも一様ではなく、個々

人の不安特性やジェンダー、自己呈示欲求の強さといっ

た個人属性によって、「他者の前で自分をどう見せたいか

（あるいは見られたくないか）」という欲求が、お辞儀という

何気ない動作に表出されていることが明らかになった。ま

た、本番でのお辞儀は、佐藤（2019）の自動的な印象操作

として習慣化された動作であることも考えられる。 
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